
 もう、暦の上では一年の半分が過ぎようと

しています。そして、私たちが住む日本では

春から夏へ…と移り変わるこのとき、梅雨の

季節を迎えます。降り続ける雨、雨、雨。それ

は、自然界にとってこれからやって来る暑い

夏を乗り切るために、大地に貯えておく大切

な命の水なのかも知れません。そして、ひと

雨ごとに木々の緑も色濃くなっていきます。

 高校生の時に読んだある本の中に、「気候

や地形が、そこに住む人々の考え方や意識

の在り方を形成する」というようなことが

書かれてありました。たとえば、日本には

“水に流す”という言葉があります。その意

味は、「過去のいざこざを、すべて打ち捨て

ること」ですが、手元の和英辞書でその表

現を調べてみると、forgive and forget （許

して忘れること）とあり、そこには“水”を

意味する言葉は使われていません。

 日本は、海に囲まれた小さな島国で細長い

地形からなっています。その為に、多くの

川が、高い山から勢いよく短い時間で海へ

と流れ出ていきます。一方、広大な欧米や

アジアの大陸では、同じように山から流れ

てきた川も徐々にその量を増しながら大河

となり、平野の中をゆっくりと巡りめぐっ

て、海へと到達します。

 昔から、人々は川で洗濯をしたり食物を

洗ったりしてきましたが、中には使わなく

なった身のまわりの物を川に投げ捨てて

しまう人もいたのでしょう。その方が、要

らなくなった物が目の前からすぐに無く

なってくれるし、広い海へと消えてしまえ

ば、もう自分とは関係ないから……。（そし

て、時代の移り変わりとともに、私たちの

健康に害を与える物までも流されるよう

になってしまいました。）

 一方、もし同じようなことが大陸であっ

たら……。上流の国に住む人が、川に物を

投げ捨てたなら、それは海に流れ着くまで

にゆっくりと幾つもの国境を通っていか

なければなりません。そして、一人の人の

その行為が場合によっては、国と国との間

に戦争を引き起こす原因にだって成り得

るのです。

 ですから、“水に流す”という言葉は、川

の水の流れが速いほど都合の良いことで

あって、日本の地形が生み出した独特な表

現なのだと思います。

 私たちは、毎日の暮らしの中でたくさんの

人と関わって生きています。そして、その

コミュニケーションを支えているのは、言

葉です。ところが、言葉も使い方しだいで

武器になってしまうことは、誰もが承知の

ことです。私も、今までに言葉で人を傷つ

けたことは何度もあります。自分の気持ち

や立場を守る為に、一瞬にして生じた行為

だったのですが、切れ味が良いほど相手が

受けた傷は深く、決して一瞬にして癒され

るものではありません。

 それを理解したとき、私たち一人ひとりの

間に流れているところの、“コミュニケー

ション”という川の流れを常にきれいに保っ

ていくことが大切なのだと思いました。

 この６月の雨が止んだら、７月の空には天

の川が見えてくることでしょう。キラキラと

輝いて流れる天の川。私たちも、私たち自身

の内にあるたくさんの輝く優しさと思いや

りを、川の流れに託していきましょう。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　JUN

キリストの言葉があなたがたの内に豊かに宿るようにしなさい

コロサイの信徒への手紙　３章 16 節（日本聖書協会・新共同訳 )  

教会はあなたのおいでをお待ちしております

 Lutheran Church

川の流れに託すのは
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Sleeping Elijah

by He Qi, www.heqiarts.com

彼自身は荒れ野に入り、更に一日の道のりを歩き続け

た。彼は一本のえにしだの木の下に来て座り、自分の命

が絶えるのを願って言った。「主よ、もう十分です。わ

たしの命を取ってください。わたしは先祖にまさる者

ではありません。」彼はえいしだの木の下で横になって

眠ってしまった。（中略）「起きて食べよ。この旅は長く、

あなたは耐え難いからだ」と言った。エリヤは起きて

食べ、飲んだ。その食べ物に力づけられた彼は、四十日

四十夜歩き続け、ついに神の山ホレブに着いた。

列王記　19章4～8節

ホレブに向かったエリヤ
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